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解

題

本
冊
は
「
書
籍
目
録

人
上
」
の
袖
蔵
之
部
上
に
つ
ぐ
巻
で
、
表
紙
は
「
書
籍
目
録

人
中
」
の
書
外
題
、
内
題
は
な
く
巻
頭
に
袖
蔵
之
部

下
と
あ
り
、
そ
の
下
部
に
朱
で
黒
川
真
頼
蔵
書
の
長
方
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
紙
数
は
赤
色
罫
紙
四
十
五
丁
、
黒
色
罫
紙
五
丁
の
計
五
十
丁
、

料
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
黒
川
書
斎
の
版
心
を
も
つ
が
、
丁
付
け
は
ど
こ
に
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

内
容
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
蔵
書
量
に
つ
い
て
も
確
た
る
数
は
知
り
得
な
い
が
、
書
籍
目
録
の
天

・
地

・
人
を
合
計
す
れ
ば

一
O
、
j¥、

- 20ー

黒
川
文
庫
に
つ
い
て
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
上
梓
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
篇
に
よ
る
も
の
は
い
く

つ
か
あ
り
、
文
庫
の

一
一
一
一
占
ぺ
三
五
、
五
八
二
冊
。
金
石
図
書
目
録
に
は
六
五
七
部
、
六
五
八
冊
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
に
三
十
一
部
門
に
分
か
っ
た

分
類
目
録
が
あ
る
こ
と
は
本
稿
仰
で
ふ
れ
た
が
、
こ
の
三
十
一

部
門
の
分
類
体
系
と
収
録
蔵
書
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
黒
川
本

の
売
立
て
が
行
わ
れ
た
昭
和
二
十
三
年
に
は
、
部
門
別
に
し
て
各
図
書
館
等
に
納
入
し
た
こ
と
が
『
一
古
害
賠
の
思
い
出

3
』
反
野
茂
雄
著

(
平
凡
社

昭
和
六
十
三
年
刊
)
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
三
十
一

部
門
分
類
目
録
の
内
、
明
治
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
四
部
門
の
写
本
は
そ

の
存
在
を
証
明
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
分
類
目
録
の
全
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
黒
川
文
庫
を
解
明
す
る
手
掛
り

は
一
層
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
三
十
一
部
門
に
つ
い
て
の
系
統
だ
っ
た
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
著
作
物
に
収
載
さ
れ
た
も
の
か
ら
知
り
得
た
部
門
が

あ
る
。
た
だ
し
類
似
し
た
部
門
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
数
は
三
十
一
よ
り
多
い
が
、
順
も
問
わ
ず
に
列
挙
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ



る
。
ま
た
、
本
稿
を
執
筆
す
る
ま
で
の
聞
に
実
物
を
見
て
確
認
が
で
き
た
も
の
は
十
九
部
門
あ
り
、
こ
の
部
門
名
称
に
つ
い
て
は
右
肩一
に
o
印

を
付
し
た
。

地
理

・
伝
記

・
歴
史

・
技
芸

・
索
引

・
武
家

・
服
飾

・
地
図

・
官
職

・
漢
籍

・
物
語

・
絵
巻

・
文
書

・
類
書

・
図
譜

・
神
抵

・
宗

教

・
外
交

・
辞
書

・
有
職

・
故
実

・
法
制

・
国
文

・
教
育

・
遊
戯

・
和
歌

・
図
画

・
釈
教

・
儀
式

・
地
方

・
銭
貨

・
制
度

・
寺
院

・
経
済

・
徳
川

・
歳
時

・
随
筆

『書籍目録人中』

な
お
、
こ
の
他
に
も
十
三
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
が
出
典
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
割
愛
し
た
。
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こ
の
三
十

一
部
門
分
類
に
対
し
て
、
異
っ
た
部
門
数
や
書
庫
数
を
記
述
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
『
趣
味

の
古
書
通
話
』
河
原
万
士
口
著
(
啓
文
社

昭
和
十
二
年
刊
〉
で
「
そ
れ
等
の
全
書
籍
は
二
十
四
種
目
に
整
然
と
分
類
さ
れ
て
、
二
棟
の
書
庫
に

納
め
ら
れ
て
あ

っ
た
。
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
蔵
書
の
部
門
は
二
十
四、

書
庫
は
二
煉
で
あ
る
。
二
つ
ま

『
日
本
図
書
館
史
』
(
新
日
本
図
書
館

学
叢
書
〉
小
野
則
秋
著

(聞
書
房

昭
和
二
十
七
年
刊
)
で
、
「
黒
川
文
庫
は
二
械
を
持
ち
、
蔵
書
を
二
十
四
部
に
分
け
て

二
庫
に
分
収
し
て
あ

っ
た
」

と
し
、
部
門
数
も
書
庫
数
も
二
十
四
部
門
、
二
棟
と
記
さ
れ
前
著
と
同
じ
で
あ
る
。
部
門
を
知
る
手
掛
り
と
し
て
同
書
に
次
の
よ
う
な

記
述
が
み
ら
れ
る
。
「
関
東
大
震
災
に
歴
史
、
伝
記
、
索
引
、
技
芸
、
随
筆
、
地
理
、
図
譜
、
漢
籍
、
絵
巻
、
文
書
の
部
と
春
村
の
草
稿
全
部
、

七五十二

真
頼
の
草
稿

一
部
を
収
め
た

一
棟
を
失
ひ
」

「神
抵
、
宗
教
、
武
家
、
外
交
、
辞
書
、
有
職
、
故
実
、
法
制
、
国
文
、
教
育
、
遊
戯
の
部
門
を

収
蔵
す
る
一
棟
を
か
ら
う
じ
て
止
め
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
焼
失
に
よ
り
烏
有
に
帰
し
た
貴
重
書
と
し
て
、
朝
鮮
活
字
版
『
龍
禽
手
鑑
』
、
五

山
版
『
海
蔵
略
韻
』
、
大
内
本

『
礼
部
韻
略
』
等
の
古
版
本
か
ら
、
内
藤
広
前
の
『
国
史
拾
遺
』
、
篠
原
喜
一
の
『
花
の
み
た
ま
』
の
外
、
岸
本



由
豆
流
、
岸
本
由
豆
伎
、
山
崎
知
雄
、
北
静
盤
、
関
岡
野
洲
良
、
小
山
田
与
清
、
村
田
了
阿
の
ほ
か
、
国
学
者
の
自
筆
稿
本
が
失
わ
れ
た
と
い

う

書
庫
や
蔵
書
に
つ

い
て
も
、
前
出
の
『

一
古
書
慰
の
思
い
出
』
に
は

「大
正
大
震
災
前
に

は
、
そ
の
蔵
書
は
三
つ
の
土
蔵
に
満
ち
、
大
判
和

紙
和
装
の
部
類
別
の
蔵
書
目
録
は
三
十
一
冊
を
数
え
」
た
と
い
い
、
大
正
大
震
災
で
は
コ
ニ
つ
の
土
蔵
の
内
、
二
つ
を
焼
い
た
」
が
、

「必
ず

し
も
、
全
蔵
書
の
三
分
の

こ
が
焼
け
た
事
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
い

る。

「近
代
文
学
研
究
叢
書
」
第
八
巻
(
昭
和
女
子
大
学

近
代
文
学
研
究
室

昭
和
三
十
三
年
刊
〉
の
『
黒
川
真
頼
』
の
項
に
は
、
真
頼
が
明
治
二
年
か
ら
終
鷲
ま
で
の
地、

浅
草
小
島
町
に

「土
一蔵
が

三
つ
あ
り
、
八
万
余
の
書
籍
が
収
め
ら
れ
て
い
た
が
震
災
で
二
つ
の
蔵
が
落
ち
三
分
の
こ
を
焼
失
し
た
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
蔵
書
数
が

八
万
余
と
出
て
く
る
が

『
書
物
道
楽
二
条
』
佐
藤
仁
之
助
著
(
「書
物
春
秩
」
十
五
号

昭
和
七
年
一
月
刊
)
で
は

「約
三
分
の
こ
は

旧
土

蔵
で
悉
皆
烏
有
に
帰
しし

た
が
、

「
あ
と
三
分
の

一
は
亀
裂
し
て
い
る
新
土
蔵
で
焼
け
な
か
っ
た
」
と
し
、

「黒
川
翁
は
十
二
万
巻
の
書
を
擁

- 22ー

し
」
て

い
た
と
い
う
。
そ
し
て
翁
は
「
八
十
六
年
の
春
秩
を
積
ん
」
だ
と
し
て

い
る
が
、
里
山
川
真
頼
は
文
政
十
二
年
(
西
暦
一
八
二
九
年
〉
十

一
月
十
二
日

こ
生
ま
れ
、
明
治
三
十
九
年
(
西
暦

一
九

O
六
年
〉
八
月
二
十
九
日

に
七
十
八
歳
で
没
し
て
い
る
。
東
京
谷
中
の
天
王
寺
に
あ
る

墓
石
正
面
に
正
四
位
勲
四
等
文
学
博
士
黒
川
真
煩

・
妻
紀
伊
子
基
と
刻
さ
れ
、
左
側
面
に
「
文
良
院
学
山
真
頼
居
土

俗
名
黒
川
真
頼

明
治

十
九
年
八
月
二
十
九
日
卒

行
年
七
十
八
歳
」
並
ん
で

「文
鋭
院
紀
室
伊
順
大
姉

俗
名
黒
川
紀
伊

大
正
九
年
十
月
三
日
没

行
年
八
十

六
歳
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

『黒
川
真
頼
惇
』
黒
川
真
道
著

奈
良
書
庖

改
訂
版

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
刊
(
初
版
大
正
八
年
五
月
刊
〉
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丁
ウ
三
行
自

ω十
二
丁
オ
七
行
目

ω十
九
丁
オ
四
行
目

何
十
九
丁
オ
五
行
自

制
二
十
丁
オ
一
行
目

制
二
十
丁
ウ
九
行
目

帥
二
十
丁
ウ
十
行
目

ω二
十
一
丁
オ
六
行
目

ω二
十
一
丁
ウ
二
行
目

帥
二
十
三
丁
ウ
七
行
目

帥
二
十
四
丁
ウ
十
行
目

帥
二
十
五
丁
オ
三
行
目

帥
二
十
五
丁
ウ
二
行
目

助
二
十
七
丁
オ

一
行
目 墨

字
で
「
金
津
文
庫
印
ア
リ
」
と
補
記
。

朱
墨
で
「
修
験
道
」
と
補
記
。

朱
墨
で

「
紫
野
大
徳
寺
」
と
補
記
。

墨
字
で
「
但
板
本
三
冊
写
本
六
冊
」
と
補
記
。

墨
字
で
「
一
名
須
賀
氏
覚
書
」
と
補
記
。

墨
字
で
「
佐
久
間
修
理
葦
」
と
補
記
。

墨
字
で
「
酒
井
雅
楽
頭
一
件
」
と
補
記
。

墨
字
で
「
東
叡
山
造
営
ノ
事
」
と
補
記
。

「
武
徳
抜
書
」
の
抜
を
朱
墨
で
抄
に
訂
正。

- 23ー

墨
字
で
「
紀
伊
大
納
言
頼
宣
卿
」
と
補
記
。

墨
字
で
ご
名
武
士
心
鏡
」
と
補
記
。

「
武
林
林
鐙
録
L

の
武
林
の
林
を
朱
墨
で
消
去
し
、

1r
に
訂
正
。

墨
字
で
「
九
巻
本
欠
」

と
補
記
。

朱
墨
で
「
欠
本
」
と
補
記
。

墨
字
で
「
四
世
自
草
」

と
補
記
。

花
栄
に
入
替
の
記
号
を
付
し
、

栄
花
に
訂
正
。

朱
墨
で
「
校
本
」
と
補
記
。



同
二
十
七
丁
ウ

一
行
自

帥
三
十
一
丁
オ
二
行
目

帥
三
十
一
丁
オ
三
行
目

ω三
十
一
丁
オ
四
行
自

伺
三
十
一
丁
オ
五
行
目

M
W
三
十
一
丁
オ
六
行
目

ω三
十
一
丁
オ
七
行
目

帥
三
十
三
丁
オ
一
行
目

同
三
十
三
丁
ウ
四
行
目

制
三
十
五
丁
オ
四
行
目

悌
三
十
九
丁
ウ
四
行
目

帥
四
十

一
丁
オ
一
行
目

側
四
十
一
丁
オ
十
行
目

制
四
十

一
丁
ウ
一
行
目

同
四
十
二
丁
オ
二
行
目

帥
四
十
二
丁
オ
四
行
目

朱
墨
で
「
三
大
人
校
本
」
と
補
記
。

朱
墨
で
「
隈
付
」
と
補
記
。

朱
墨
で

「寛
永
本
」
と
補
記
。

朱
墨
で
「
黒
川
本
」
と
補
記
。

朱
墨
で

「妙
害時院
本
」
と
補
記
。

朱
墨
で
「
演
臣
本
」
と
補
記
。

「
諸
説
書
入
」
を
朱
墨
で
抹
消
し、

墨
字
で
「
光
悦
板
」
と
補
記。

墨
字
で

「
附
芦
手
書
之
事
」
と
補
記
。

「
狭
衣
」
に
墨
字
で
カ

ギ
付
傍
線
。

墨
字
で
「
小
木
頭
書」

と
補
記
。

「
伴
直
方
」
と
朱
墨
で
訂
正
。

一 24ー

「今
昔
物
語
」
を
朱
点
で
抹
消
し
、
朱
墨
で
「
古
今
著
聞
集
」
と
訂
正
。

朱
墨
で
「
久
老
校
合
本
」
と
補
記
。

朱
墨
で
「
校
合
本
」
と
補
記
。

「
今
昔
物
語
」
を
朱
点
で
抹
消
し
、

「今
昔
物
語
」
を
朱
点
で
抹
消
し
、
朱
墨
で
「
古
今
著
聞
集
」
と
訂
正
。

「
古
今
著
聞
集
」
と
朱
墨
で
訂
正
。


